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ダダイイココンン、、ハハツツカカダダイイココンン 野菜類の登録農薬も使用できる

ダイコン 根、及び茎葉 葉ダイコン、ダイコン菜を含む と、ハツカダイコン ラディッシュを含
む は、使用できる農薬が異なる ☆が付いている農薬のみ、ハツカダイコンに使用できる
つまみ菜や間引き菜への農薬使用については『ダイコンの「つまみ菜、間引き菜」への農薬使用
について』の項を参照

主要病害虫発生消長 月

病

害

春まき
モザイク病
苗立枯病

秋まき

モザイク病
苗立枯病

虫

害

アブラムシ類
キスジノミハムシ

コナガ

アオムシ
モンシロチョウ

作 型 ；栽培期 ；収穫期
病害虫発生消長 ；発生期 ；発生盛期

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項
べと病 生育期 ・次の薬剤のいずれかを予防的に

散布する。
サンボルドー 水 ～ 倍
Ｚボルドー 水 ＊☆ 倍

秋季及び春先の低温
多湿時に多発しやす
い。９月中～下旬どり
では根部に黒変 入れ
墨症状 を生じること
がある。
＊野菜類での登録

収穫後 ・被害茎葉は圃場にすき込まな
い。

白さび病
ワ ッ カ

症

播種前 ・次の薬剤を処理する。
ユニフォーム粒剤△
全面土壌混和 ～
作条土壌混和

ワッカ症は根部に黒
色・円形のしみを生じ
る症状で、本病菌の胞
子が、葉から根部へ感
染することにより発症
する。
＃ワッカ症のみの登録
△施設内で使用する
と葉が黄化する薬害
を生じるおそれがあ
るので注意する。

生育期 ・発生を認めたら次の薬剤のいず
れかを初期に散布する。
アミスター フロアブル 倍
カスミンボルドー 水 ＃ 倍
ダコニール 倍
ランマンフロアブル☆ 倍

亀裂
褐変症
リゾクト
ニア菌

播種前 土壌消毒を行う 土壌消毒の項参
照 。
次の薬剤を全面土壌混和する。
リゾレックス粉剤＃

～ ａ

本病はリゾクトニア
菌による。亀裂褐変症
にはアファノミセス菌
による類似症状があ
る。
＃リゾクトニア菌にの
み有効

生育期 ・次の薬剤を散布する。
バシタック水和剤 ＃

～ 倍
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ダダイイココンン、、ハハツツカカダダイイココンン 野菜類の登録農薬も使用できる

ダイコン 根、及び茎葉 葉ダイコン、ダイコン菜を含む と、ハツカダイコン ラディッシュを含
む は、使用できる農薬が異なる ☆が付いている農薬のみ、ハツカダイコンに使用できる
つまみ菜や間引き菜への農薬使用については『ダイコンの「つまみ菜、間引き菜」への農薬使用
について』の項を参照

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項
萎黄病 播種前 多発畑では高温期の栽培を回避

する。
耐病性品種を栽培する。
発生畑は土壌消毒を行う 土壌消
毒の項参照 。

本病菌は主にダイコ
ンとカブを侵す。他の
アブラナ科植物に発生
する萎黄病菌とは宿主
範囲が異なる。

生育期およ
び収穫後

・発病株は早めに処分する。ま
た、残さはすき込まず、圃場外へ
処分する。

バーティ
シリウム
黒点病

播種前 耐病性品種を栽培する。
発生畑は土壌消毒を行う 土壌消
毒の項参照 。

萎黄病よりやや低温
～ ℃ で発病しや

すい。
生育期およ
び収穫後

・発病株は早めに処分する。ま
た、残さはすき込まず、圃場外へ
処分する。

献夏 号、新人総太
りなどは比較的耐病性
が高く、耐病総太りは
弱い。

根くびれ
病

播種前 ・多発畑では ～ 月収穫の作型を
避ける。

本病は根部表皮の亀
裂褐変 俗称・さめ肌
を起こすほか表皮黒
変、内部黒変、横しま
などを生ずる。
病原菌はアファノミ

セス菌で、土中に生存
し水で伝染する。ダイ
コンのほか、アブラナ
科野菜に寄生する。夏
どりの作型で多発す
る。

播種後
～生育期

・圃場内の過湿、排水に留意す
る。

収穫期 ・発病株の処分を徹底する。

黒斑細菌
病

播種前 ・高畝にするなど、圃場、苗床の
排水を良好にする。

各種アブラナ科野菜
に発生し、土壌伝染す
る。

生育期 害虫類を防除する 害虫の項参
照 。
本葉 ～ 枚頃から次の薬剤のい

ずれかを散布し予防する。特に台
風後には必ず散布を行う。
カスミンボルドー 水 倍
カセット水和剤 倍
ヨネポン水和剤 倍
Ｚボルドー 水 ☆＊ 倍

晩秋から収穫期にか
けて発生し、特に播種
後気温の高い年に発生
する。
病原細菌は植物体の

傷口などから侵入する
ため、各種病害虫の多
発および台風などは発
生を助長する。
＊野菜類での登録
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ダダイイココンン、、ハハツツカカダダイイココンン 野菜類の登録農薬も使用できる

ダイコン 根、及び茎葉 葉ダイコン、ダイコン菜を含む と、ハツカダイコン ラディッシュを含
む は、使用できる農薬が異なる ☆が付いている農薬のみ、ハツカダイコンに使用できる
つまみ菜や間引き菜への農薬使用については『ダイコンの「つまみ菜、間引き菜」への農薬使用
について』の項を参照

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項
軟腐病 播種時 播種期を過度に早めない。

排水不良畑での栽培を避ける。
晩夏から初冬にかけ

て温暖で多雨の年に夏
どりおよび秋どり栽培
に多発する。
薬剤散布の際は展着

剤を加用し、外葉や根
首の部分に十分に散布
する。病原細菌は害虫
の食害、風害、農作業
などによって生じた傷
口から侵入する。
＊野菜類での登録

生育期 ハイマダラノメイガ、コナガお
よびナメクジなどの害虫を防除す
る 害虫の項参照 。
本葉 ～ 枚のころから次のいず

れかの薬剤を散布する。
スタ－ナ水和剤 倍
ヨネポン水和剤 倍
Ｚボルドー 水 ☆＊ ～ 倍

モザイク
病

播種前 耐病性品種を栽培する。
ムシコンやダブルマルチフィル

ムを用いてマルチ栽培する。

各種アブラナ科野
菜、その他多くの作物
に発生し、アブラムシ
によって媒介される。
夏から秋にかけて高

温乾燥の年、秋どりま
たは冬どりに多発す
る。播種期を８月末以
降にすると発生が少な
い。マルチ栽培では高
温障害に注意する。

播種時 ・夏まき栽培では播種をできるだ
け遅くする。

生育期 ・アブラムシ類を防除する。

アブラム
シ類

播種時 寒冷紗などによる被覆栽培や光
反射マルチシート等で有翅虫の着
生を防止する。
次の薬剤をまき溝に施用し、土

と混ぜる。
アドマイヤー 粒剤 ～ ａ

アブラムシは汁液を
吸収して加害するだけ
でなく、ウイルス病を
媒介するので、発芽直
後から本葉 ～ 葉まで
は７日おきに薬剤を散
布する。生育期 ・発生を見たら発芽直後から次の

薬剤のいずれかを散布する。
ウララＤＦ 倍
モスピラン顆粒水溶剤☆

～ 倍
タネバエ 播種時 ・次の薬剤のいずれかを施用し土

壌混和する。
ダイアジノン粒剤 ☆

全面又は作条土壌混和
～ ㎏ ａ

フォース粒剤
播溝土壌混和 ４ ａ
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ダダイイココンン、、ハハツツカカダダイイココンン 野菜類の登録農薬も使用できる

ダイコン 根、及び茎葉 葉ダイコン、ダイコン菜を含む と、ハツカダイコン ラディッシュを含
む は、使用できる農薬が異なる ☆が付いている農薬のみ、ハツカダイコンに使用できる
つまみ菜や間引き菜への農薬使用については『ダイコンの「つまみ菜、間引き菜」への農薬使用
について』の項を参照

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項
カブラハ
バチ

生育期 ・発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを散布する。
ハチハチ乳剤 倍
モスピラン顆粒水溶剤

～ 倍

春と秋に発生が多
い。

コナガ 播種前 次の薬剤のいずれかを処理す
る。
オルトラン粒剤

～ ａ 作条散布
モスピラン粒剤

３ ａ 播溝土壌混和
広範な地域で設置可能であれば

コナガコン プラス◇のいずれか
の剤を、作物の上部に設置する。
ツインチューブ製剤

～ 本 ａ
ロープ状製剤 ～ ｍ ａ

発生回数が多く、春
から初冬まで発生加害
する。
◇コナガコン プラス
は成虫の交尾阻害が目
的。使用に当たって
は、「昆虫フェロモン
を用いた防除資材」の
項参照。オオタバコ
ガ・ヨトウムシに対す
る登録も持つ。

生育期 ・発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを散布する。
アグロスリン水和剤☆

～ 倍
アタブロン乳剤 倍
アファーム乳剤 ～ 倍
エスマルクＤＦ☆＊ ～ 倍
コテツフロアブル 倍
スピノエース顆粒水和剤☆

・ダイコン ～ 倍
・ハツカダイコン 倍

ノーモルト乳剤 倍
パダンＳＧ水溶剤☆ 倍
フェニックス顆粒水和剤☆

～ 倍
マッチ乳剤 倍
プレオフロアブル 倍

＊野菜類での登録

ダイコンとハツカダ
イコンでは本剤の使用
時期及び使用回数が異
なるので注意する。

ダイコンとハツカダ
イコンでは本剤の使用
回数が異なるので注意
する。

アオムシ 生育期 ・発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを散布する。
アグロスリン水和剤☆＃

～ 倍
アタブロン乳剤 倍
エスマルクＤＦ☆＊ ～ 倍
パダンＳＧ水溶剤 倍
プレオフロアブル 倍

老熟幼虫は薬剤がき
きにくいので、小さい
うちに駆除する。

＊野菜類での登録

＃ダイコンとハツカダ
イコンでは本剤の使用
時期及び使用回数が異
なるので注意する。
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ダダイイココンン、、ハハツツカカダダイイココンン 野菜類の登録農薬も使用できる

ダイコン 根、及び茎葉 葉ダイコン、ダイコン菜を含む と、ハツカダイコン ラディッシュを含
む は、使用できる農薬が異なる ☆が付いている農薬のみ、ハツカダイコンに使用できる
つまみ菜や間引き菜への農薬使用については『ダイコンの「つまみ菜、間引き菜」への農薬使用
について』の項を参照

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項
ヨトウム
シ

生育期
～ 月

卵塊で産卵され、若齢期は集団
でいるので見つけ次第葉ごと処分
する。
幼虫の若齢期に次の薬剤のいず

れかを散布する。
アタブロン乳剤 倍
エコマスターＢＴ☆＊ 倍
サブリナフロアブル☆＊ 倍
プレオフロアブル 倍

～ 月と ～ 月の
２回発生する。
薬剤は葉裏にていね

いに散布する。
中齢期以降の幼虫に

は薬剤が効きにくい。

＊野菜類での登録

ハスモン
ヨトウ

・広範な地域で設置可能であれば
コンフューザーＶ を ～ 本

配置する｡

＊野菜類での登録。成
虫の交尾阻害が目的。
使用に当たっては、
「昆虫フェロモンを用
いた防除資材」の項参
照。
通常多発するのは８

月下旬以降である。時
に大発生となる。
中齢期以降の幼虫に

は薬剤が効きにくい。

生育期 卵塊で産卵され、若齢期は集団
でいるので見つけ次第葉ごと処分
する。
幼虫の若齢期に次の薬剤を散布

する。
アタブロン乳剤 倍

ネキリム
シ類

生育期 被害のあった株元の土を調べ、
幼虫を捕殺する。
次の薬剤のいずれかを株元に施

用する。
播種時～生育初期
ガードベイトＡ 粒 ３ ａ
播種時又は定植時
ネキリエースＫ 粒 ☆３ ａ

ハイマダ
ラノメイ
ガ ダイコ
ンシンク
イムシ

幼苗期 ・次の薬剤のいずれかを散布す
る。
チューンアップ顆粒水和剤☆＊

～ 倍
ハチハチ乳剤 倍
フェニックス顆粒水和剤☆＃

～ 倍

夏が高温乾燥の時に
多発する傾向があり、
８月上旬以降急増す
る。
幼虫が芯部に食入し

てからでは防除が難し
い。早期に防除する。

＊野菜類での登録

＃ダイコンとハツカダ
イコンでは本剤の使用
回数が異なるので注意
する。
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ダダイイココンン、、ハハツツカカダダイイココンン 野菜類の登録農薬も使用できる

ダイコン 根、及び茎葉 葉ダイコン、ダイコン菜を含む と、ハツカダイコン ラディッシュを含
む は、使用できる農薬が異なる ☆が付いている農薬のみ、ハツカダイコンに使用できる
つまみ菜や間引き菜への農薬使用については『ダイコンの「つまみ菜、間引き菜」への農薬使用
について』の項を参照

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項
キスジノ
ミハムシ

播種時 ・次の薬剤を施用し、土と混ぜ
る。
フォース粒剤☆

播溝土壌混和： ～ ａ
全面土壌混和： ～ ａ

稚苗期には成虫の被
害が大きく、幼虫は土
中で根を食害し、ナメ
リ大根になる。

播溝土壌混和はダイ
コンのみの適用
成虫のみに適用

生育期 ・成虫の発生を見たら次の薬剤の
いずれかを散布する。
アルバリン顆粒水溶剤 倍
サイアノックス乳剤

～ 倍
スタークル顆粒水溶剤 倍
ハチハチ乳剤 倍

センチュ
ウ類 ネコ
ブセンチ
ュウ・ネ
グサレセ
ンチュウ

播種前 マリーゴールドなどを前作に入
れて被害を回避する。
前作物に寄生があったら土壌消

毒する 土壌消毒の項参照 。
次の薬剤のいずれかを播種前に

全面散布して土壌混和する。
ネマキック粒剤

ネグサレ ～ ａ
ネマトリンエース粒剤

ネコブ ～ ａ
ネグサレ ～ ａ

バイデートＬ粒剤
ネコブ ～ ａ
ネグサレ ～ ａ

ビーラム粒剤
ネコブ ａ
ネグサレ ～ ａ

ネコブセンチュウが
寄生するとマタ大根に
なる。

ネグサレセンチュウ
は美濃早生大根、高倉
大根などに寄生し、肌
にゴマ様の汚斑点や亀
裂ができる。

キタネグサレセンチ
ュウは薬剤に対する耐
性が強く、防除が難し
い。
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